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　 1　は しめ に

　 IIJい 知 恵遅 れの あ る児童の 多 くは、暴礎的
な学習能力の 欠如 とと もに特異な問題行動を

少なか らず持つ ため、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン や

こ とは の 発達に著 しい 遅 れを示 し、そ の 予後

も悪い 。その ため 、 しば しぱ治療教育的 アソ
1

ロ．一チの 対象外に置かれて きた。 しか し、彼

らに も、学習能．力と適応
广
行動の 開発に よ る コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン技能や こ とば の 獲得、それ

をも と に した社会参加が望 まれ る 。

　本発表は、そ う した重度児の 学習指導に 、

画面直接指示に よる入 力装置を備えたデ t ス

プ レイ シ ステ ム を導入 した事例の 経過報告で

あ る。 なお、こ の事例研究は、ス ピーチ の な

い学齢重度児 へ の非音声 （視覚）シ ン ボ ル に

よる言
’
語指導の た めの プロ グラ ム 開発を目的

と した実験的研究の
一

環 で あ る。

　 ll 目的

　重度精神遅滞児の 視覚弁別学習 （同種見本

合わ せ）の 指導に 、多様な刺激操作 と画面直

接指示に よる刺激選択が 可能なデ ィ ス プ レ イ

シ ス テ ム を導入 し、学習過程を分析す ると共
に、指導環境 としての同システ ム の 可能性に

つ い て検討 t る 。

　 IH 方法

（D対象児　7 歳女児 。 現在 、 養護学校小学

部 2 年生 。 3 歳 2 ヶ 月時よ り個別指導を開始
し、現在に 至る 。 重い知恵遅れ が あ り、標準
知能検査に よる知能測定は不能 。 最近実施 し
た精神発達検査 （津守式）で はDA ＝ 3；3、社

会生活能力検査 （三 木式）に よるSA ＝ 2；8。

本児は知的発達の遅 れ と共に行動面で自閉傾

向を保有 し 、 専門医療機関か ら自閉症と診断

され てい る 。

　本児には ス ピーチは無 く、周囲の者と の コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン は、　「オ
ー

」　「ウ ッ 」 等の

限 られた種類の 定型的発声を伴な っ た身振 り
と表情に頼 っ て い る 。 日常生活で は、あ る程
度 まで こ とば の 理解 が あ り、い くつ かの 簡単
な指示に従 うこ とも で きる 。 しか し、色や形
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をはじめ とす る抽象的｛既志 の 理解は な く、理

解の あ る語も紐み 合わ され ると意味を理解で

きない，、

　 従 つ て1、最1互 1年1闘σ．）亅旨導は 、音声亙莫｛放、

名称理解 （聴覚 一視
’
｝孟マ ツ チ ン グ）、1正木 合

わせ （視覚
一

視覚マ ッ チ ン グ ）に 1！三点をおい

て行わ れ て きた 。 その 結果、音声裹出面 Cは

母育の 摸倣が不正確で はあ るが可能 とな っ た

もの の 、それ以 上の改報：は 見られなか っ た 。

一方、絵カー ドとマ グ ネ ッ トを用い た事物の

名称理鰐、事物、色、図形、文字の 岡循見木

合わ せは、多種に わ たりIE確に 出来 るよう に

な っ た。さ らに 、事物 と図形の 異種見本 合わ

ぜも i可能 に な っ て き て い る。

（2）装置 　マ イク ロ コ ン ピ ュ
ータ制御の 赤外

線 セ ン サ ー内蔵カラーデ ィ スプ レ イ
“ TULJCil

DAFrA，’　（ミ丿トエレウトILクス）を勇ll葺瑠d是ノ」｛才5よ （丿J〜U，ii；
入．力装置として用い た 。 同装置は、ヂ ィ スブ

レ イ画面上へ の 直接指示 （タ・ソ チ）反応の入

力情報を周囲 （タテ25個 、 ヨコ80個） の 赤外線セ

ン ai 一で読み取 り、蔭
一232C を介して マ イコ

ン 本体 へ 送る 。 タ ッ チ 有効範囲 はソフ i・ウ ェ

ア に より自由に 設定で きる。

（3＞手続 き　 昭和60年8月中旬以降現在ま で 、

毎週 2 〜 3 日の来学指導時に、 1セ ッ シ ョ ン

（以下ses と略 ）あた り約 10分、 1 【ヨ 1〜 2
ses 実施 した 。 指導は トレーナ ー 1名が学習

用ブー
ス （床面積約 6↑の 内で実施 し、必要

に応 じて サ ブ トレ
ー

ナ
ー 1名が加わ っ た 。 本

指導 と並行 して 、音声模倣とマ ッ チング の 訓

練がブース外で 継続され た。

　課題 は、見本合わ せ に 必要な反応 の 形成を

行 う練習課題と、色 と形の 見本台わ せ の 訓練

課題か ら成る。以下に その 慨要を導人順 に記

す。

練習課題 1 ：ポ インテ ィ ン グ G5ses）

　　　　 画面上の ランダ ム な位置に表示 され る図形

　　　 を追い かけポ イン トす る 。 画面を40 （5× 8）
　　　 区1画に分 け、図形はそ の 内 の

一1ス画 に 表示さ

　　　　れ る。 使用 した図形ζよ4 積翔：百の 形 （（丿、匸L
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図 1　 色 の 見 本 合 わ せ iE反 ：L　＄
図 2　 色の 見本合 わ せ 　 鳫向反応 出現率
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L．r，な ろ μ」種灯1，

練置課題旦．．：．豊塑 1三を匪・腸．重酬 k2 ｛自e9

　 、1、レ！2選択弁別 ：itl　・1 （fS＋ ：・VE； 臼 （s −
♪、，

形は口 n 　画 レ リ選択弁別 ；匿」面を 9 （3× 3）
区画 に分けた タ

’
ゴ儿 パ

ty
　・一ン の 中か レ

｝
） 1 枚の

S ＋ を広 ゴ．ン
・
トす る、、赤 ，斉．黄、臼 の 4 色、

の 中が ら 、S館 毎ここ 1ぺ ＋ と S 一
が い ろ い ろ ここ

糾iみ 合わ ざれ た n 磁 2／9選択弁別 ： tvイル ノ｛7
一

ノ し川 ワ ，
、ら 2枚 σ．，S ト （赤または臼）をノ！、

．ゴン トす る ． S 一は青 。

濃 蓼還題⊥主籔 2旦 進ξ由竺 （18ses）
　 2 つ の 図形の 中か ら

’
リ
’
ン フ

’
ル とi司じ色の 図

形をボ イノ 1．す る同時見本合わ せ。赤v9 白。

形は口 か ら○ へ ［隻 1参 照］ 。

訓練課題 2 ：形の 見本合わせ

　：〜っ しり図形 1わ rilか ら サ ン フ
」
ル と同 しJ［1・；C丿．冫図形

をボ f ン ト寸
．
る同 時 見本 合わせ 。 図 形は全 て

黄色の線 （太線）描画．形は、○、口、△ 、

O の 中 か ら 2 種類を選びmuみ合 わ ぜ た ［表 2
参照 ］。

　LE反応 へ は常に 言語賞賛を行 っ たほか、途
中か ら ．ブ

ー・
ス外の 指導 て 用 い て い る積木差

し の トーク ン強化を用い た。誤反応の 場合は

何の 環境変化も起こ らず、正反応が起こ る ま

で待 っ た 。 た だ し、繰 り返 し誤反応が起 こ っ

た時 には、言語 指示に よ
・
っ て正反応を促 した 。

　 Iv 結果お よび考察

　 （練習課題に つ い て は省略〉色の 見本 合わ

せ の第 1ses で いきな り正反応率85％を示 し
た，，S 十 の 色の 変化に も影響されず 、サ ンプ

ル と選沢肢とをよ く見比 べ てポ イン トして お

り、色の見本 合わ ぜは問題な く習得 され るか

に 見えた 。 しか し、第 2ses 後半か ら急に誤
反応が増え 、それ以降、正反応率は50％ の チ

ャ ン ス レ ベ ル 近辺 で 上下に変動す るだけ で 、
改善の兆候は

一
向に 見ら れな か っ た ［図 1 参

照 】。
，1：） 荊 、Yl

’
i　）・iS，i選沢位置の f聯 肋 ；持続

r
．
る と19i｛こ、図形へ の 注意の 欠如、ポ イ ン ト

反応の ス テ レ オ タ イブ1ヒか ど、イ  鏨切な行動
が次第に 増え てきた ［図 2 参照］ q 対応筴 と
して

’
様々な手続 きL の変更を行 っ たが効果な

く、色の 見本合わせ は 18ses で打ち 切っ た 。

　形の 見本合わ せ に 切 ：丿瞥え た訓練課題 2 に

お い
『
こも、　手諌売き ．Lい く 二＞fpσ）：｝二央 ノ戸1了オ）オτ

たに もか かわ らず不三直切な反応はそ の まま残
一
”j た 。　第 18Se9まて の 結果を見る限 り、色 の

見本合わ ぜと同様、数 鮑 sの 1列外を除き正反庵
率は 50％ 葡後で変動 ず るだけ であ っ た。

　以 上の 訓練課題 と対｝慣的に 、フ
’一・ス外で1司

時に 行わ れ た 色と形の 岡種見本合わ せでは、

多様な手続 き上の 操i乍に もかかわ ら ず 成績は

常 1ご正確で安定 して  、た。し か し、こ の状態
が約一年問 に 及ぶ 曇殳階的で継続的な訓練 の 結
果で あ る こ と、対象児 に 限 ら ず重度児の 多 く

は新奇環境へ の 適応、般化に 困難を示す こ と

等を考慮：ずれば、訓 練課題の 成績の 悪さは重

度児の 学習 の 初期過程で しば しぱ見られ る現

象 と考え られよう 。

　 しか しなが ら、色、形 とも に 、一．．・
時的に も

訓練課題 で jll確 な見本合わ ｛劫 ‘硯れ た に も ノ丿・

かわ らず 、大半の ses で位置偏 向な ど の不適
切な反応が維持された こ と に つ い て は、課題
の手続 きそ の も の に原因 とな る い くつ か の 問

題点が あ っ たと言える 。 特に 、誤反応に 対す

る適切な フ ィ
ー

ドバ ッ クの 不足が指摘で き る。
そ の ため、訓練課 題 2 の 第 19ses以降は、こ の

点の 改善 を含めた新たな手続 きで 指導 を継続
して いる 。

　（附記） 本研究の 実施に あ た り、特殊教育

学科 4 年生の沓掛正喜君 （現在、諏訪市立上

諏訪中学校勤務）に 多大な協力を いただ いた

こ とを感謝い た します。
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